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ン写真で頚椎の C 1ﾝ3レベルの癒合椎を認め，MRI で C 3/4
レベルにて脊髄の圧迫を認めた．Klippel-Feil 症候群に伴う
頸髄症と診断し，除圧術を施行したところ症状は軽快した．
Klippel-Feil 症候群の癒合部位として C 1ﾝ2レベルでの癒
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６. 左上腕骨肉腫の化学療法中に発生した SIADH の
一例
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　整形外科学







（60㎎/㎡/２days）開始する．CDDP 投与３日後から Na 
105mEq/ｌと低ナトリウム血症を認めた．CDDP による 
SIADH と診断し，水分制限及び Na 補充を行い低ナトリ
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元 木 崇 之，　松 岡 順 治，　白 川 靖 博
山 辻 知 樹，　猶 本 良 夫，　田 中 紀 章
　術前化学療法として weekly taxol 80㎎/㎡×12，
FEC100q3ｗ×４行った症例10例に検討を行った．pCR ３
例，PR ４例，NC ３例であった．pCR 症例は basal like ま
たは Her2陽性症例，NC 例は CK５/14陰性，CK8陽性，
ER 陽性，Her2陰性の luminal A type と考えられた．
luminal A type では化学療法に新たな分子標的治療を加え
ることが必要と考えられた．
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12. カペシタビンにより良好な QOL を長期にわたり
維持している再発乳癌の１例
岡山大学医学部・歯学部附属病院　乳腺・内分泌外科
多 田 龍 平，　小笠原　豊，　高 橋 三 奈












岡 田 　 剛，　杭 瀬 　 崇，　木 村 臣 一









14. 胃癌術前の CT 検査にて，free air を認めた腸管
嚢腫様気腫症の１例
津山中央病院　外科
大 森 敏 規，　松 村 年 久，　前 山 博 輝
片 山 裕 子，　中 山 晴 輝，　河 合 　 毅
滝 内 宏 樹，　母 里 淑 子，　松 本 朝 子
野 中 泰 幸，　藤 原 拓 造，　林 　 同 輔
宮 島 孝 直，　黒 瀬 通 弘，　徳 田 直 彦
　症例は83歳男性．他院で胃癌を指摘され当院に手術目的
で紹介．術前 CT にて腹部症状を伴わない free air を認め
た．術中所見で腸管嚢腫様気腫症と判明した．腸管嚢腫様
気腫症は腸管壁に多発性の含気性嚢胞を形成する比較的ま
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17. 腸重積症にて発症した Inflammatory fibroid polyp 
の１例
津山中央病院　外科
片 山 裕 子，　野 中 泰 幸，　大 森 敏 規
前 山 博 輝，　渡邊めぐみ，　中 山 晴 輝
河 合 　 毅，　母 里 淑 子，　松 本 朝 子
松 村 年 久，　藤 原 拓 造，　林 　 同 輔






った肉芽病変 Inflammatory fibroid polyp と判明した．今
回我々は腸重積にて発症した稀な Inflammatory fibroid 
polyp の１例を経験したので報告する．
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18. 腹部 CT 検査にて手術適応の閉塞性イレウスと診
断し得た２例
岡山赤十字病院　外科
飯 田 淳 義，　池 田 英 二，　青 山 克 幸
中 原 早 紀，　多 田 明 博，　渡辺啓太郎
佃 　 和 憲，　高 木 章 司，　平 井 隆 二
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滝 内 宏 樹，　母 里 淑 子，　松 本 朝 子
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　症例は61歳男性，前医にて食道表在癌に対して ESD を
施行．病理診断にて sm2 以深，断端陽性の診断にて追加治
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中 原 早 紀，　多 田 明 博，　渡辺啓太郎
佃 　 和 憲，　高 木 章 司，　池 田 英 二







31. Native lung hyperinflation after single-lung 
transplantation for LAM
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　腫瘍・胸部外科学
溝 尾 妙 子，　大 藤 剛 宏，　田 尾 裕 之
山 根 正 修，　豊 岡 伸 一，　佐 野 由 文











安 藤 陽 夫，　重 松 久 之，　東 　 良 平






















平 見 有 二，　清 水 克 彦，　柚 木 靖 弘
濱 中 荘 平，　田 淵 　 篤，　正 木 久 男
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渡辺啓太郎，　佃 　 和 憲，　高 木 章 司
池 田 英 二，　平 井 隆 二，　辻 　 尚 志
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　１㎝程度の限局性スリガラス陰影（GGO）を認めた場合
経過観察すればよいと考えられる．しかし長期の経過観察
期間が必要なこともあり，若年者にそのような病変を認め
た場合にどの様に対応すべきか問題になるところである．
また文献的に検索し得た範囲では，若年者肺癌は進行例が
多く，GGO を呈した若年者肺癌の手術例の報告は稀であ
る．今回，GGO を呈した若年者肺癌の２手術例を経験した
ので文献的考察を加えて報告する．
